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⼀般財団法⼈ 河川情報センター

河川情報システムによる
⽔⽂観測データの活⽤

第25回河川情報取扱技術研修 令和元年10月15日

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

⽬ 次

Ⅰ.リアルタイムデータの活⽤
Ａ．川の防災情報
Ｂ．危機管理型⽔位計 2018.6~
Ｃ．⽔害リスクライン 2019.9~

Ⅱ.ストックデータの活⽤
Ｄ．⽔⽂⽔質データベース
Ｅ．Common MP

（⽔・物質循環解析ソフトウェア共通プラットフォーム）

2

P.3
P.15
P.27

P.28
P.35

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

Ａ．川の防災情報
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ＰＣ版 スマホ版

川の画像

川の水位

浸水想定区域図

パソコンから http://www.river.go.jp/
スマートフォンから http://www.river.go.jp/s/ ⇒
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１.  開発の契機
2002(平成14)年度 国⼟交通省河川局⻑通達に基づき、「⽔情報国⼟」の構築に着⼿
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２.  システムの基本構成
本省、地⽅整備局、事務所間の相互のデータ伝送により、
全国的な河川の状況を⼀元的にリアルタイムで把握することができる。
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多重無線中継所

出張所

河川情報提供システム

⽔位観測所

レーダ⾬量計
⾬量観測所

川の防災情報

３．テレメータによるリアルタイムデータの提供

観測所数
(2019.4現在) ⾬量 ⽔位

国⼟交通省 2,657 2,490

都道府県 5,063 4,842

気象庁 1,299 0

合計 9,019 7,332 6
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川の防災情報 トップページ
ｸﾘｯｸ⇒次⾴へ
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Ｄ

Ｂ
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1)上部のツールバーからサイト内画⾯を移動
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地域を選択
⇒次⾴へ
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2)川の表⽰の⾊によって洪⽔の状況がわかる

CCTVカメラ
画像
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市町村を選
択して表⽰
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3)浸⽔想定区域図の表⽰

浸⽔想定区域図
に切り替え
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4)洪⽔予報等発表情報の詳細
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5)XRAIN‐GIS版
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P.7 Ａより
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 ⽔平・垂直偏波により扁平率を測定し、降⾬強度を算定
 地上⾬量との補正が不要⇒短時間、⾼頻度にデータを配信

⼤きくなる
ほど扁平率
が⾼くなる

⾬滴

全国配信 ﾚｰﾀﾞ基数
H29.8現在 波⻑ 定量観測

範囲 偏波観測 地上⾬量
補正 空間解像度 観測周期

Cバンドレーダ 2003年~ 26** 約5cm 120km ⽔平 あり 1kmﾒｯｼｭ 5分

CバンドMPレーダ 2017年~* 14 約5cm 120km 垂直，⽔平 なし 250mﾒｯｼｭ 1分

XバンドMPレーダ 2010年~ 39 約3cm 60km 垂直，⽔平 なし 250mﾒｯｼｭ 1分

ＭＰ（⼆重偏波）レーダの特⻑

CバンドMPﾚｰﾀﾞとXバンドMPﾚｰﾀﾞを合成した「XRAIN(GIS版)」
を2017年より「川の防災情報」Webサイト等から配信

地上⾬量補正を⾏ったデータも、従来通り「川の防災情報」
Webサイト等から配信（26基にはMPﾚｰﾀﾞ14基も含まれる）
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国⼟交通省 ⾬量レーダ網
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6) スマートフォン版 – トップページ

画
面
を
ス
ワ
イ
プ
し
て
移
動
で
き
ま
す

メニューボタンから項目を選
択することもできます

河川の予警報

ここをタップすると、いつでもトッ
プページに戻ることができます

市町村を検索し、ダイレクトに市
町村概況を見ることができます

任意に市町村選択できるほか、
GPS機能を用いて現在地を表示
することができます

トップページで洪水予報の発表
状況がわかり、クリックすること
で発表状況の詳細を見ることが
できます

トップページで現在の全国の雨
量分布（レーダ雨量）を確認でき
ます

検索結果

トップページ 14
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7)スマートフォン版 – ＧＰＳ機能・浸⽔想定区域

・⼀瞬で⾃分のいる場所に移動が可能
・市町村毎の浸⽔想定区域の表⽰が可能
・河川⽔位も表⽰可能
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B．危機管理型⽔位計
－2018年6⽉より公開－

パソコン画⾯ スマートフォン画⾯

16
https://k.river.go.jp/ （パソコン・スマートフォン共通）
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○⻑期間メンテナンスフリー（無給電で５年以上稼働）
○省スペース（⼩型化）（橋梁等へ容易に設置が可能）
○初期コストの低減
（洪⽔時のみの⽔位観測により、機器の⼩型化や電池及び通信機
器等の技術開発によるコスト低減）
（機器設置費⽤は、１００万円/台以下）
○維持管理コストの低減
（洪⽔時のみに特化した⽔位観測によりデータ量を低減し、IoT技術
とあわせ通信コストを縮減）

○洪⽔時のみの⽔位観測に特化した低コストな⽔位計を開発し、中⼩河川においても
洪⽔時の避難判断の⽬安となるリアルタイムでの⽔位状況の把握を可能とする

○都道府県や市町村が管理する中⼩河川等への普及を促進し、⽔位観測網の充実を図る

【特 徴】

【開発・導⼊の⽬的】

センサー

変換・伝送・
電源装置⼀体

現在（2019年８⽉）5,513箇所
2020年度末(予定) 約8,800箇所

【配置状況】

⾮接触型（電波式）

接触型（圧⼒式）

1.危機管理型⽔位計の概要

センサー

変換・伝送・
電源装置⼀体
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2.危機管理型⽔位計運⽤システム（川の⽔位情報）
【『川の⽔位情報』のサービス内容】

全国の⾃治体等が設置した危機管理型⽔位計から携帯電話回線で送られてきた
⽔位情報をパソコンやスマートフォンの画⾯で提供するサービス

【システム利⽤イメージ】

平成30年6⽉1⽇から、河川管理者や住⺠等がスマートフォン、タブレット、PC等を⽤いて、
危機管理型⽔位計の⽔位データを簡単に閲覧することができるシステムの運⽤を開始しました
アクセスはこちらから https://k.river.go.jp/ （パソコン・スマートフォン共通）

「川の防災情報」から
アクセスできます

リリース⽂

【⽔平・垂直⽅向に統合したシステム】
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増⽔箇所をわかりやすく詳細にデータ表⽰
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川の防災情報
トップページ

川の⽔位情報
トップ画⾯

拡⼤図
河川断⾯図⽔位グラフ 観測値⼀覧

川の水位情報
をクリック

クリック

アイコンを
クリック

クリック クリック

観測開始⽔位を下回っている場合
観測開始⽔位を上回っている場合

危険⽔位を上回っている場合
氾濫開始⽔位を上回っている場合

状態によりア
イコンの⾊が
変わります

⽔位計
の位置

P.7
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既存⽔位計・河川カメラ画像も同時に表⽰

カメラのアイコン
をクリックすると
河川カメラ映像
も閲覧可能

既存⽔位計
のアイコン

危機管理型⽔位計
のアイコン

河川断⾯図 ⽔位グラフ 観測値⼀覧

クリックすると
同じく河川断
⾯図、⽔位
グラフ、観測
値⼀覧が閲
覧可能

危機管理型⽔位計のアイコン

既存⽔位計のアイコン

河川カメラのアイコン

凡 例

カメラ画像
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氾濫開始⽔位を超えた例
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異常値検知の例
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故障やデータ異常は、外的要因と内的要因に⼤別される。
1. 外的要因

流失、河床変動、ゴミの付着、凍結・融解、落雷（誘雷）
2. 内的要因

機器の電気的または機械的な劣化、故障

厳しい⾃然環境下における使⽤（特に災害時が重要）を前提とした
機器の開発・設計および設置・計測⽅法の考慮が重要

異常値発⽣の原因

スパイク水位 河川水位観測

欠測

突然ゼロ値

突出値

時間
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観測環境を定期
的に確認し、観
測精度に影響を
及ぼす要因を除
去していく必要
がある

●泥の堆積によるセンサの詰まり ●ゴミの付着によるセンサの詰まり
データ異常をもたらす外的要因

24

●流れの変化によるセンサの⼲上がり
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水
位
観
測
デ
ー
タ

個別の観測局
設定値

レーダ
雨量計

近傍
水位計

観測水位が測定範囲の上限値超過

観測水位が測定範囲の下限値未満

流域で強い降雨があったのに低い
水位が観測されデータが送信され
ない

流域の降雨は無い（または少ない）
のに高い水位が観測されデータが
送信される

近傍水位計の水位が低いのに高い
水位が観測されデータが送信される

近傍水位計の水位が高いのに低い
水位が観測されデータが送信され
ない

異
常
値
検
出

A

Ｂ

Ｃ

異常値検出⼿法
①

②

①

②

①

② 25

測定範囲外の水位は異常値

雨と対応していない水位は異常値

近くの水位計と対応していない水位は異常値
！
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異常値を検出した場合、観測値の右側に感嘆符 が表示される。

観測値が急に上下したり、
観測上限値を遥かに超える
など明らかに異常値と思われる

異常値検出表⽰例

クリック（表示）
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2019.9.11 国⼟交通省記者発表資料

Ｃ．⽔害リスクライン －2019年9⽉より公開－
Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 

Japan

Ｄ．⽔⽂⽔質データベース

⽔系別⽔⽂⽔質データベース
トップ画⾯

⾏政端末より閲覧
◇平成8年(1996)〜

河川管理者向け

全国版⽔⽂⽔質データベース
トップ画⾯

◇平成14年6⽉(2002.6)〜
⼀般公開 http://www1.river.go.jp/
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データ品質管理(標準照査等)
のためのアプリケーション

⼀般ユーザーの
データ活⽤サイト

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

１.  ⽔⽂⽔質データベース開発の契機

 国⼟交通省による⾬量、⽔位・流量、
⽔質観測成果の蓄積(⽔⽂観測業務規程細則）

 観測所台帳の永久保存(⽔⽂観測業務規程細則）

 河川の⽇常監視、防災管理上、必要不可⽋なデータ
 治⽔、利⽔、環境に関わる計画（河川整備基本⽅針、

河川整備備計画）や、⼯事実施の検討における基礎データ

観測データの蓄積、公開 が重要
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■ 全 国 版 ⽔ ⽂ ⽔ 質 デ ー タ ベ ー ス
（⼀般国⺠）

観測成果の公表
（⽔⽂観測業務規程及び同細則で規定）

◇本省で整備
①観測成果の公表
・確定値を公開
・確定値公開までは、リアルタイムデ

ータを暫定値として公開（テレメータ
観測所のみ）

■ ⽔ 系 別 ⽔ ⽂ ⽔ 質 デ ー タ ベ ー ス
（河川管理者）

観測成果の保存等
⽔⽂観測業務規程及び同細則で規定）

◇事務所⼜は本局で整備
①観測成果の保存
・観測データの蓄積
・観測データの検索
・観測データの品質照査（標準照査）
・統計処理
・確定値化
②観測所台帳の保存
・観測所台帳の登録
・観測所台帳の検索・出⼒

２. ⽔系別⽔⽂⽔質DBと全国版⽔⽂⽔質DB

30
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トップ画⾯

３(1).全国版⽔⽂⽔質DB （観測所諸元からの検索）

観測所検索

観測所情報
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３(2)．全国版⽔⽂⽔質DB（地図からの検索）

トップ画⾯ 地図検索（全国） 地図検索（地⽅）

地図検索（拡⼤１）

観測所情報

⾬量⽉表・
現況表など

地図検索（拡⼤２）
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３(3)．全国版⽔⽂⽔質DB（⽔系単位の観測所⼀覧からの検索）

トップ画⾯

観測所情報

⽔系⼀括検索

⽔系⼀括検索結果
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３(4)．全国版⽔⽂⽔質DB（観測所情報、データ閲覧）

観測所情報 川の防災情報

観測所位置図

・時間データ
・⽇データ
・年統計データ

任意時間検索結果
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Ｅ．ＣｏｍｍｏｎＭＰ（⽔・物質循環解析ソフトウェア共通プラットフォーム）

•CommonMPの汎⽤要素モデル*をＰＣ上で組合わせ、⽔⽂データを⾃動取得
することにより、⽔理・⽔⽂解析を簡単に⾃由⾃在に⾏うことができる。
＜* 貯留関数、タンクモデル、不等流、不定流、氾濫解析等＞

データ取得ツール

⽔⽂⽔質データ
取得ツール

ダムの洪⽔調節効果算定

汎⽤要素モデルを組合わ
せたプロジェクトの作成

グラフ表⽰ツールを⽤いた
ダムの洪⽔調節効果の表⽰

ダムなしのプロジェクト

ダムありのプロジェクト

35国⼟技術政策総合研究所HPよりダウンロード http://framework.nilim.go.jp/

⽔位上昇を把握

⼀次元不定流計算

⼆次元氾濫シミュレーション

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

WEB データ取得ツール

検索方法
ファイル形式

1観測所毎に検索
（テキストファイル）

1水系内の複数観測所をまとめて検索可能（バイナリ
又はCSV形式）

ダウン
ロード
期間

リアルタイム
雨量・水位・
ダム諸量

10分データ - リアルタイムデータ
⾃動取得可能

バイナリ
又は
WISEF（CSV）形式

過去データ
（雨量、水位、
流量、ダム諸
量）

10分データ 直近7日間 任意の7⽇間 WISEF（CSV）形式

時間データ 1ヶ月 1年間

日データ 1年間 10年間
年統計データ 全期間 全期間

１．⽔⽂⽔質データ取得ツールによる⽔⽂データの取得

全国版
⽔⽂⽔質データベース ミラーサーバ

インターネット上
で⼀般公開

ミラーリング

観測所検索

観測所を選択しデータの
閲覧が可能（データダウ
ンロードは制限がある）

現⾏のWEBサービスに
影響を与えないように
ミラーサーバを整備

⽔⽂⽔質データ
取得ツール

CommonMP 上 か ら
ツールを起動して条
件に応じたデータを
取得できる

CommonMPがインストールされたPC

⽔⽂⽔質データ
ベースの公開

取得したデータは⼊
⼒要素モデルで直接
読込可能

洪⽔予測計算⽤に洪⽔
期間中の連続⾃動取得
が可能

36
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37

２．CommonMPの運営体制 <官学⺠コンソーシアム>

37

学︓⼟⽊学会⻑

⺠︓建コン協会⻑
⽔コン協会⻑

官︓⽔管理・国⼟保全局⻑
下⽔道部⻑
国総研所⻑

国総研 事務局

⽔・物質循環解析のためのソフト
ウエア開発、運営協議会
（コンソーシアムの結成）

CommonMPプロジェクト
運営委員会

国総研 事務局

学識者、研究者

コンサルタント協会
部会⻑クラス

国交本省課⻑クラス

⼟⽊学会関連委員⻑

幹事会

⼤学研究者

国交省 技術者

国総研 研究者

コンサルタント技術者

地⽅⾃治体技術者

etc

国総研 事務局

 官学⺠の参加によるコンソーシアムの結成
 コンソーシアムの枠組みのもとで、運営委員会、幹事会の設置

国総研部⻑クラス

Foundation Of River & Basin Integrated Communications, 
Japan

http://framework.nilim.go.jp
CommonMPに関するさまざまな情報を⼊⼿できる。

CommonMP本体や
要素モデル等の

ダウンロードは、
「ソフトウェア

ライブラリ」から
⾏います

３．CommonMPウェブサイト ＜国⼟技術政策総合研究所＞

38


